
 

                         

  

 

 

 

 

２学期の始業式で校長先生が話された「自分と勝負」「本気で挑戦」を合言葉に子供たちの２学期がスタ

ートしました。早速、１学期の振り返りを基に２学期にみんなでがんばることを話し合いました。２学期

は、学級目標の「助け合い」「挑戦」「信頼」の中の「信頼」をもっと高めていきたいという思いをもちまし

た。そのために「きまりを守ってみんなのお手本になる」「自分から行動する」「すばやく行動する」の３つ

をがんばることを決めました。2 学期は、運動集会や学習発表会等、自分自身を成長させることができる活

動がたくさんあります。一つ一つの活動に本気で挑戦し、自分を成長させることを通して、信頼される５年

生を目指します。 

 

〇〇の夏大作戦 

報告会！ 

 

 ２学期の始業式の後に「〇〇の夏大作戦報告会」を

行いました。「体力アップのために運動を毎日続けた

よ」「料理作りに挑戦してレシピ本を作ったよ」等、

自分らしい取り組みをみんなの前で報告しました。 

納涼 

がまん大会！ 

 

「自分と勝負！」を目当てに「納涼がまん大会」を

行いました。氷水に足を入れて何秒がまんできるか挑

戦しました。「冷たいよ～」「助けて～」と悲鳴をあげ

る子や、じっと耐える子など様々でしたが、制限時間

の２分間を達成する子が続出しました。楽しく自分と

勝負できました。 

ダジャレ王 

決定戦！ 

 

国語「同じ読み方の漢字」では、学習を生かしてダ

ジャレ作りをしました。ダジャレ王決定戦を行い、み

んなで面白いと思うダジャレに投票しました。６年生

も投票に参加してくれた結果、ダジャレ王には、M.Y さ

んが選ばれました。 

運動集会に向けて 

６年生と協力！ 

パート２ 
なかよし班競技のために１学期に集めたペットボ

トルで道具作りをしました。６年生と協力してペット

ボトルを切ったり、色テープを貼ったりして、全校分

の道具を完成させました。また、競技の仕方を６年生

から説明してもらい、一緒に練習することで、５・６

年生のチームワークが高まってきました。 
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８月２７日、立山室堂へ校外学習に行ってきました。今回の校外学習では、「立山の自然の雄大さや

歴史を知り、立山に親しむ」の目当てに加え、「６年生とのチームワークを高める」という、５年生と

しての目当てに向かって活動しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちは、初めてのケーブルカーや高原バスに興味深々で乗ったり、室堂では、雄大な景色に「す

ごい！」「きれい！」と歓声をあげながら散策をしたりしました。子供たちにとって、自分たちの住む

町にある立山の魅力を味わう貴重な体験となりました。また、コロナ禍のため、校内では、なかなか

一緒に活動することができなかった６年生とも色団ごとにグループ活動をすることができ仲を深めま

した。 

                     

お知らせとお願い 

＜家庭科「わが家流団らん計画」について＞ 
家庭科では、家族との時間を大切にし、気持ちをつなぐことの学習を進めています。子供たちは、

わが家での家族との団らんを計画していますので、ご家族の参加へのご協力をよろしくお願いしま

す。 

＜プラス１について＞ 
プラス１カードを作成しました。取組の内容や理由を確認してご家族のサインをお願いします。 

 

   

 私が心に残ったことは、みくりが池で

す。みくりが池はとてもきれいでうっとり

してしまいました。水の温度は、４から５

度と聞いて、そんなに冷たかったら冬はも

っと冷たいのだろうと思いました。初めて

立山に行ったけど、ものすごく楽しかった

ので、家族とも行きたいと思いました。M.F 

ぼくが驚いたのは、地獄谷です。到着すると

少し変なにおいがして気になっていました。ガ

イドさんが「地獄谷の臭いだよ。」と教えてくれ

ました。卵が腐ったみたいなにおいだと教えて

くれました。しばらく歩いて行くと地獄谷が見

えました。けむりがすごく出ていてびっくりし

ました。地獄谷の景色はすごかったです。 

K．E 

 立山にはきれいな自然がたくさんありました。

そして、その自然を守るためにたくさん工夫がさ

れていました。高原バスは、排気ガスを出さない

し、ゴミを捨てたらいけないそうです。ぼくは、学

校でゴミを捨てないように呼びかけているので、

きれいな立山の自然も守りたいという気持ちにな

りました。 I.R 

 


